映画『蟹工船』調布上映会の感想から

2009年2月5日　調布「憲法ひろば」編

上映実行委員会に寄せられた感想文を、調布「憲法ひ

ろば」にゅーすの編集部で編纂させていただきました。

　●良い映画だと思います。蟹工船の仕事もよく描かれていて興味深く観ました。最後のシーンは原作と違うようですが、エイゼンシュタインの「戦艦ポチョムキン」の一シーンとダブって見えました。ただ、上映会のチラシに2時開場とあったため、上映前のお話を全部聞けませんでした。大変残念です。もちろん会自体は大変良いものでした。（無記名）
　●以前から観ようと思いつつやっと鑑賞できました。権力の横暴はなんとしても防がねばならない。（無記名）
　●手作り映画のリアリティがあった。最後の朗読がよかった。（無記名）
　●なんともやり切れない憤りでした。現在をどうつなげたら、現代をどう生きたらと、そんなことばかり思いながら観ました。ありがとうございました。（無記名）
　●本を読もうと思っていましたが、映画を観てなんともいえない気持ちになりました。すごい時代、でも、今も、ひょっとしたら同じようなことが起こっているかも。改めてそう思いました。（無記名）

　●とても考えさせられた映画でした。今の労働問題と重ねて、若い人達に是非観てほしい。団結の力をどうつけるかですね。（無記名）
　●エイゼンシュタインのポチョムキンを思い出しました。蟹工船もポチョムキンも特別な主人公がいなくて大衆をうまく処理している共通点があります。しかし。結末は全く逆ですね。水兵たちが銃剣を突き付けて連行するのに対して、ポチョムキンでは鎮圧にきたほかの軍艦を従えて勝利の航海をするという大きな違いです。つまり同じ帝国主義国家でありながら、日本では軍隊への工作が全く成功しなかった、前世紀末に竹橋の近衛兵たちが蜂起しながら、失敗に終わっています。今後の私たちの活動に対し,示唆に富んでいると思います。（多摩川　高畠雅映）
　●観てよかったです。せりふが聞き取りづらかったです。主役のいない映画でしたので、想像力で観ることができました。若き日の山村聡さん、花沢徳衛さん、名優の演技に再び出会えて感激しました。ラストの海軍の乗り込みに次の時代の暗雲を感じとりました。ナレーションに希望を抱き帰宅します。オレ達はオレ達で守るしかない。全員でやれば犠牲はでなかった。もう一度、もう一度。（無記名）

　●日本映画のポチョムキンですね。残念ながら若い人いませんね。今の日本の社会に若い人たちは関心がないのか？忙しいのか？自分のことなのにもう少し興味を持ってもらいたいです。これからもこういう上映会で日本社会の底辺の歴史を伝えるような作品を上映してください。（映画バカなファンより）
　●怒りがこみ上げてくる映画です。搾取する側とされる側。資本家と軍隊が結託していることを最後に表している。血塗られた旭日旗で幕を閉じる。多喜二は搾取する者の正体は何かを見事に訴えている。（無記名）
　●人間が人間と思わないことが人間のうちにあります。遠いパレスチナの殺人行為も、と考えてしまう。（無記名）

　●思えば1954年にこの映画を観た。実に55年ぶりにお目にかかったことになる。今更この作品（原作を含む）が今日生きていることを痛感します。3日ほど前、前進座嵐圭史さんが、淺川監督は素人さんだったことを赤旗紙に書いていたのが、もう一度観たいと思ったひとつの原因となった。（狛江市　小野田進一）

　●貴重な映画を見せていただきました。時代は変わっても同じような状況は変わっていないとつくづく思いました。時代を超えた多喜二の眼の確かさに感動しました。当時の俳優さんたちの顔つきが素晴らしいと思いました。（無記名）

　●とてもよかった。日比谷の派遣村に来られた方々と同じだと思いました。（無記名）

　●すごい、ふるえるような力で語りかけてきました。山村聡さんの言わんとした心、敗戦でまだ世の中が乱れている時に、人々に団結を呼びかけたことに、今、この時代、私たちはこれに答える時だと感じた。（深大寺東町　高石陽子）

　●高校時代に習った小林多喜二の『蟹工船』を観ることができ、ありがとうございました。権力の許せない部分、軍人の馬鹿さ加減、労働者の苦しさなどよくわかるいい映画でした。時代は違っても働く人の弱さを考えさせられます。キャノンの経団連会長御手洗さんもさることながら、ニコンや他のメーカーが他のアジアの国で同じことをしても日本では分かない。トヨタのあの変わりぶり、問題山積です。（多摩市　上野京）
　●昭和54年（1979）静岡の私立高校2年生だった私は、現代国語の長谷川宏先生の授業で小林多喜二の『蟹工船』を知り、コピーした数枚のプリントは今でもはっきり覚えています。早速書店や図書館で探したものでした。81年4月浪人して代々木ゼミナール原宿校に通いながら、日本史担当の先生から、日本近代史上のいわゆる明治40年代の日本の労働運動が、社会主義や共産主義の歴史にほとんど触れていないことを知り、書店で幸徳秋水の『帝国主義論』『社会主義神髄』を夢中になって読み、府中市立図書館で明治書院の『幸徳秋水全集』を読みました。国士館大学に入学し、当時の右翼的校風に反しながらも日本史の授業を受け、２回生の時前田勝太郎先生の東洋史と史学概論の授業を受け、林健太郎のテキスト『史学概論』で唯物史観の重要性を知り、この時から小林多喜二の『蟹工船』や『党生活者』や『1925．3．15』は愛読し、前田勝太郎先生の辛亥革命や毛沢東の文化大革命の講義は印象に鮮明に残っています。2月5日のくすのきホールでの映画『蟹工船』ですが、これはアメリカのニューヨークウオール街の株価の大暴落によって引き起こされた昭和恐慌当時、北海道函館市の漁港を出発した蟹工船博光丸の話で、当時の日本経済の大不況で貧困と窮迫に喘ぐ人々が、長時間労働を強制され、「糞壷」というさげすまれた場所に、一人あたり畳一畳あるかないかの場所で過酷な生活を強いられている有様を見ただけで、涙が両頬を伝いました。この映画が昭和28年のものであるといったことではなく、それを超えた人間本来のあり方として、スクリーンに釘付けになった。主演の山村聡さん他の俳優さんの演技も素晴らしく、とても良い作品になっていました。この映画と原作の小説とは全く同じものではありませんが、作品の主題はほぼ変わることはありません。去年10月の米国の業界最大手の証券会社リーマンブラザーズの経営破綻からの世界同時金融危機による不景気で、TOYOTA,NISSANなどを筆頭とする非正規社員の大量解雇、日比谷の「年越し派遣村」の人々と決して切り離せない。あの幸せ薄い善良な人々に春はない。週刊朝日によると、支給される飲食物もやたらと高カロリーで野菜の足りない、栄養のアンバランスなものです。今日（2月7日）の朝日新聞で、東京八王子市にも派遣社員の救済活動がスタートしたと知りましたが、この先5年、10年のことを展望に入れるとまだまだとても足りない。映画『蟹工船』も、原作小説の漫画本もすこぶる好評で、これを契機に大正・昭和初期のプロレタリア文学が幅広く読まれますように。（多摩市 The Beatles）

